






















































































































































ついて、① “了” のみを伴う場合、② “了” 及び数量表現を伴う場合、③VR
構造を伴う場合をそれぞれ取り上げ、再帰表現の “被” 構文への適性について
考察する。











【剪指甲】	（3-1a）	 指甲被我｛？剪了 /？剪了三次 /？剪短了｝。7,8
	 （3-1b）	 指甲被他｛？剪了 /？剪了三次 /？剪短了｝。
【刮胡子】	（3-2a）	 胡子被我｛刮了 /？刮了三次 /？刮好了｝。
	 	 ［髭は私によって剃られた（→　髭を私は剃った）］
	 （3-2b）	 胡子被他｛？刮了 /？刮了三次 /？刮好了｝。
【拔牙】		（3-3a）	 牙被我｛拔了 /？拔了三颗 /拔掉了｝。
	 	 ［歯は私によって｛抜かれた /抜かれてしまった｝
	 	 　（→　歯を私は｛抜いた /抜いてしまった｝）］
	 （3-3b）	 牙被他｛拔了 /？拔了三颗 /拔掉了｝。
	 	 ［歯は彼によって｛抜かれた /抜かれてしまった｝
	 	 　（→　歯を彼は｛抜いた /抜いてしまった｝）］
【切手指】	（3-4a）	 手指被我｛切了 /？切了三次 /切断了｝。
	 	 ［指は私によって｛切られた /切り落とされた｝
	 	 　（→　指を私は｛切った /切り落としてしまった｝）］
	 （3-4b）	 手指被他｛切了 /？切了三次 /切断了｝。
	 	 ［指は彼によって｛切られた /切り落とされた｝


















（3-1c）は動作主が “我” の場合は自然であるが、“她” の場合はやや不自然で
ある。しかしながら、身体部位Nに領属先をマークさせ、文を補うと、（3-1c）’
のように成立する。
（3-1c）’ 她 i 的指甲非常漂亮，可是昨天被她 i 剪了。
［彼女 i の爪はとても綺麗だったのに、昨日彼女 i によって切ら
れてしまった（→　…昨日彼女は切ってしまった）］
　（3-1a）、（3-1b）の数量詞を伴う場合である（3-1d）も、（3-1c）と同様に、






（3-1d）’ 这星期他 i 的指甲被他 i 剪了三次。



























（3-2c）哎呀！他 i 变年轻了！胡子被他 i 刮了。















（3-2d）’ 两天中他 i 的胡子被他 i 刮了三次。
［二日間で彼 i の髭は彼 i によって三回剃られた（→　二日間で
髭を彼は三回剃った）］
（3-2e）　留了一个周的胡子今天早晨终于被｛我 /他 i｝刮掉了 ,｛我 /他 i｝













（3-3c）’ 一年中他 i 的牙被他 i 自己拔了三颗。





（3-4c）’ 一天中他 i 的手指被他 i 切了三次。







【梳头发】	（3-5a）	 头发被我｛？梳了 /？梳了三下 /？梳好了｝。
	 （3-5b）	 头发被他｛？梳了 /？梳了三下 /？梳好了｝。
【洗手】	 （3-6a）	 手被我｛？洗了 /？洗了三次 /？洗干净了｝。
	 （3-6b）	 手被他｛？洗了 /？洗了三次 /？洗干净了｝。
【刷牙】	 （3-7a）	 牙被我｛？刷了 /？刷了三次 /？刷完了｝。
	 （3-7b）	 牙被他｛？刷了 /？刷了三次 /？刷完了｝。
　（3-5a）～（3-7b）は、やや不自然または成立する（3-1a）～（3-4b）とは















の “了” のみを伴う場合であり、動作主が “我”、“他” のいずれであっても成
立する。
（3-5c）　｛我 /他 i｝的头发被｛我 /他 i｝梳了，手也被｛我 /他 i｝洗了。
［｛私 /彼 i｝の髪は｛私 /彼 i｝によって梳かれ、手も｛私 /彼 i｝
によって洗われた（→　｛私 /彼｝は髪を梳いたし、手も洗った）］
（3-5c）は動作主の身体部位である “头发” と “手” を対比した文である。話
し手の視点は “我 / 他” の “头发” に置かれ、そこから “被｛我 / 他｝梳了”


















（3-5e）は動作主が “我” の場合は成立するが、“他” ではやや不自然になる。
しかし、（3-5e）’ のように主語の位置にある身体部位Nにその領属先を明示
すると成立する。
（3-5e）’ 他 i 的头发被他 i 梳好了。
［彼 i の髪の毛は彼 i によってちゃんと梳かれた（→　髪の毛を
彼はちゃんと梳いた）］
（3-5e）には“走吧”という聞き手に対して勧誘・提案をするフレーズが存在する。
“我” の場合は、“头发” が “我” のものであると判断でき、聞き手のものと混
乱することはない。一方、“他” の場合では、話し手と聞き手の他に第三者で
ある “他” が存在していることになる。第三者である “他” がいると仮定する
と、身体部位Nがノーマークであるため、このシチュエーションにおいては、












（3-6d）　手被｛我 /他 i｝洗干净了，｛我 /他 i｝可以吃吗？
［手は｛私 /彼｝によって綺麗に洗われたから、食べてもいい？
（→　手を｛私 /彼｝は綺麗に洗ったから、…）］
（3-7c）　牙被｛我 /他 i｝刷了，所以｛我 /他 i｝不吃了。
［歯は｛私 /彼｝によって磨かれたから、食べないことにした
（→　歯を｛私 /彼｝は磨いたから、…）］
（3-7d）　牙被｛我 /他 i｝刷了三次，可｛我 /他 i｝的嘴还是有味儿。
［歯は｛私 /彼｝によって三回磨かれたけれど、まだ匂いがする
（→　歯を｛私 /彼｝は三回磨いたけれど、…）］























【眨眼睛】	（3-8a）	 眼睛被我｛?? 眨了 /?? 眨了三下 /＊眨好了｝。
	 （3-8b）	 眼睛被他｛?? 眨了 /?? 眨了三下 /＊眨好了｝。
【点头】	 （3-9a）	 头被我｛?? 点了 /?? 点了三下 /＊点好了｝。
	 （3-9b）	 头被他｛?? 点了 /?? 点了三下 /＊点好了｝。
（3-10a）～（3-11b）は “了” のみを伴う場合及びVR構造のものは非文であり、
数量表現を伴うものはかなり不自然である。
【歪嘴】		（3-10a）	 嘴被我｛＊歪了 /?? 歪了三下 /＊歪好了）｝。
　　　			（3-10b）	 嘴被他｛＊歪了 /?? 歪了三下 /＊歪好了）｝。
【伸腿】		（3-11a）	 腿被我｛＊伸了 /?? 伸了三下 /＊伸好了｝。
	 （3-11b）	 腿被他｛＊伸了 /?? 伸了三下 /＊伸好了｝。
（3-12a）～（3-13b）は、“我”、“他” のいずれの場合においても、①～③の 3
つの形式は全て非文となる。
【招手】		（3-12a）	 手被我｛＊招了 /＊招了三下 /＊招好了｝。
	 （3-12b）	 手被他｛＊招了 /＊招了三下 /＊招好了｝。
【抱胳膊】	（3-13a）	 胳膊被我｛＊抱了 /＊抱了三下 /＊抱好了｝。
















































6	木村 1992、1997 は、“被”、“让”、“叫” の 3 つの前置詞とした受身文を一括して「BEI
受身文」と称している。この例文は “叫” を “被” に置き換えても成立する。
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